
当資料のお取り扱いにおけるご注意
■当資料は、ファンドの状況や関連する情報等をお知らせするために大和投資信託により作成されたものです。■当ファンドのお申込みにあたっては、販売会社より
お渡しする「投資信託説明書（交付目論見書）」の内容を必ずご確認のうえ、ご自身でご判断ください。■投資信託は、値動きのある有価証券等に投資しますので、基
準価額は大きく変動します。したがって、投資者のみなさまの投資元本が保証されているものではありません。信託財産に生じた利益および損失は、すべて投資者に
帰属します。投資信託は預貯金とは異なります。■投資信託は、預金や保険契約とは異なり、預金保険機構・保険契約者保護機構の保護の対象ではありません。証
券会社以外でご購入いただいた投資信託は、投資者保護基金の対象ではありません。■当資料は、信頼できると考えられる情報源から作成していますが、その正確
性・完全性を保証するものではありません。運用実績などの記載内容は過去の実績であり、将来の成果を示唆・保証するものではありません。また、税金、手数料等を
考慮していませんので、投資者のみなさまの実質的な投資成果を示すものではありません。■当資料の中で記載されている内容、数値、図表、意見等は資料作成時
点のものであり、今後予告なく変更されることがあります。■当資料の中で個別企業名が記載されている場合、それらはあくまでも参考のために掲載したものであり、各
企業の推奨を目的とするものではありません。また、ファンドに今後組み入れることを、示唆・保証するものではありません。■分配金は、収益分配方針に基づいて委
託会社が決定します。あらかじめ一定の額の分配をお約束するものではありません。分配金が支払われない場合もあります。
販売会社等についてのお問い合わせ⇒ 大和投資信託 フリーダイヤル0120-106212 （営業日の9:00～17:00 ） HP http://www.daiwa-am.co.jp/

2018年3月29日

FANG+インデックス・オープン

FANG+指数のご紹介

お伝えしたいポイント

• 注目を集める米国の「FANG」銘柄とは

• FANG+指数の特徴、採用銘柄の選定方法・ウエート付など

本レターでは、FANG+指数の内容を分かり易く説明させていただきます。

※当資料は、FANG+指数のインデックスメソドロジーを基に大和投資信託が作成したものです。

【FANGとは？】
「FANG」とは、フェイスブック（Facebook）、アマゾン・ドット・コム（Amazon）、ネットフリックス（Netflix）、グーグル
（Google、現在の社名はアルファベット）の頭文字をつないだ造語で、インターネットに関連する米国の巨大な次世代
テクノロジー企業群を意味しています。
当ファンドが連動を目指す「FANG+指数」は、「FANG」銘柄（上記の4社）にその他の⾼度成⻑技術を持つ米国上
場企業を加えたものとなっています。
また、「FANG」銘柄にアップル（Apple）を加えた「FAANG」や、エヌビディア（Nvidia）を加えた「FANNG」などの造
語もあるようです。

【採用銘柄はどのように選定されますか？】
米国の主要な証券取引所（NYSE、NASDAQ、NYSE American）に上場されている一般消費財・サービスまたは
テクノロジーに分類される全ての株式（ADR*1を含みます）の中から、時価総額や取引残⾼など一定の条件にて絞り
込んだ上で選定されます。
「FANG」銘柄に加えて、⾼度成⻑技術とインターネット/メディアの特性を示す銘柄が、ICEデータ・インディシーズLLC*2

のガバナンス委員会により選定されます。
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※1ページ目の「当資料のお取り扱いにおけるご注意」をよくお読みください。

*1ADRとは
米国預託証券の略です。米国以外に籍を置いている企業が米国で発⾏する預託証券のことで、米国の証券取引所で
取引することが出来ます。
今回のFANG+指数採用銘柄の中では、中国企業である「アリババ」と「バイドゥ」がADRにあたります。
*2ICEデータ・インディシーズLLCとは
インターコンチネンタル取引所(ICE)グループの指数関連業務を運営する組織です。
ICEやニューヨーク証券取引所(NYSE)の指数などを提供します。

【採用銘柄が変更になることはありますか？】
3・6・9・12月の第3⾦曜日に⾏なわれる構成銘柄の変更タイミングにて、変更になる可能性があります。
ガバナンス委員会が、インデックスの品質・性格を維持するために必要と判断すれば追加や除外が⾏なわれます。
現在の採用銘柄数は10銘柄となっていますが、11銘柄以上になる可能性もあります。
また、上場廃止や合併等により、採用銘柄は変更となる場合があります。銘柄数が10銘柄を下回ってしまうようなケース
では、ガバナンス委員会が選定した新規銘柄が補充されることとなります。

【ガバナンス委員会による選定のポイントは？】
次世代テクノロジーを持ったインターネット/メディア関連企業から選定することとなりますが、その中でも特に「伝統的な技
術・サービス企業」と「より⾰新的な技術を活用している企業」を区別することに注⼒しているようです。

【各銘柄のウエートはどうなっていますか？】
FANG+に採用されている各銘柄は、「等ウエート」にて投資されます。
現在指数は10銘柄で構成されていますので、1銘柄あたりちょうど10％ずつ投資する、ということになります。
しかしながら、10％ずつで投資を始めてもそれぞれの銘柄の日々の値動きは異なりますので、時間の経過とともにそれぞ
れの⽐率は変化していきます。10％より大きくなる銘柄もあれば、⼩さくなる銘柄も出てきますが、その⽐率を日々調整
することはありません。
なお、ずっとそのままにしておくわけではなく、四半期の構成銘柄変更タイミングでまた等ウエートに⽐率は調整されます。

等ウエート投資に関しては、より詳しいご説明を次回以降のファンドレターで予定しております。

ここで述べられているインデックス・データは、ICE Data Indices, LLC、その関係会社（「ICE Data」）及び／又はその第三者サプライヤーの財産で

あり、大和投資信託による使用のためにライセンスされています。ICE Data及びその第三者サプライヤーは、その使用に関して一切の責任を負いま

せん。免責条項の全文については、交付目論見書をご参照ください。
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※1ページ目の「当資料のお取り扱いにおけるご注意」をよくお読みください。

FANG+インデックス・オープン
お申し込みの際は、必ず「投資信託説明書（交付目論見書）」をご覧ください。

ファンドの目的・特色

 
ファンドの目的 
 

米国上場企業の株式に投資し、NYSE FANG+指数（円ベース）の動きに連動した投資成果をめざします。 
（注）「株式」…DR（預託証券）を含みます。 

 
●NYSE FANG+について 

NYSE FANG +指数は、次世代テクノロジーをベースに、グローバルな現代社会において人々の生活に大きな影響
力を持ち、高い知名度を有する米国上場企業を対象に構成された株価指数です。 

NYSE FANG+指数は、これらの企業に等金額投資したポートフォリオで構成されています。 
なお、「FANG」とは、主要銘柄であるフェイスブック（Facebook）、アマゾン・ドット・コム（Amazon.com）、

ネットフリックス（Netflix）、グーグル（Google）の頭文字をつないだものです。 
※当指数は、四半期（3・6・9・12 月）ごとに等金額となるようリバランスを行ないます。 

 
ファンドの特色 
 

1． 原則として、NYSE FANG+指数を構成する全銘柄に投資します。 
2． 為替変動リスクを回避するための為替ヘッジは原則として行ないません。 
3． 当ファンドは、ファミリーファンド方式で運用を行ないます。 

・マザーファンドは、「FANG+インデックス・マザーファンド」です。 
 

※ くわしくは「投資信託説明書（交付目論見書）」の「ファンドの目的・特色」をご覧ください。 
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※1ページ目の「当資料のお取り扱いにおけるご注意」をよくお読みください。

FANG+インデックス・オープン
お申し込みの際は、必ず「投資信託説明書（交付目論見書）」をご覧ください。

ファンドの費用

投資リスク
 

● 当ファンドは、値動きのある有価証券等に投資しますので、基準価額は変動します。したがって、投資元本が保証さ
れているものではなく、これを割込むことがあります。信託財産に生じた利益および損失は、すべて投資者に帰属し
ます。投資信託は預貯金とは異なります。基準価額の主な変動要因は、以下のとおりです。 

 
「株価の変動（価格変動リスク、信用リスク）」、「集中投資のリスク」、「為替変動リスク」、「カントリー・リスク」、「そ
の他（解約申込みに伴うリスク等）」 
※ 基準価額の動きが指数と完全に一致するものではありません。 
※ 基準価額の変動要因は、上記に限定されるものではありません。 
※ くわしくは「投資信託説明書（交付目論見書）」の「投資リスク」をご覧ください。 

 

 

（注）「その他の費用・手数料」については、運用状況等により変動するため、事前に料率、上限額等を示すことが
できません。 

 ※購入時手数料について、くわしくは販売会社にお問合わせ下さい。 
※ 手数料等の合計額については、保有期間等に応じて異なりますので、表示することができません。また、上場投資信

託証券は市場価格により取引されており、費用を表示することができません。 
※ くわしくは「投資信託説明書（交付目論見書）」の「手続・手数料等」をご覧ください。 

 

投資者が直接的に負担する費用 

 料率等 費用の内容 

購 入 時 手 数 料 
販売会社が別に定める率 

〈上限〉2.16%（税抜 2.0%） 
購入時の商品説明または商品情報の提供、投資情報の提供、
取引執行等の対価です。 

信託財産留保額 ありません。 — 

投資者が信託財産で間接的に負担する費用 

 料率等 費用の内容 

運 用 管 理 費 用 
（ 信 託 報 酬 ） 

年率 0.783％ 
（税抜 0.725％） 

運用管理費用の総額は、毎日、信託財産の純資産総額に対し
て左記の率を乗じて得た額とします。 

その他の費用・ 
手 数 料 

（注） 
監査報酬、有価証券売買時の売買委託手数料、先物取引・オ
プション取引等に要する費用、資産を外国で保管する場合の
費用等を信託財産でご負担いただきます。 
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2018年3月27日　現在

日本証券業
協会

一般社団法人
金融先物

取引業協会

一般社団法人
第二種金融商
品取引業協会

三田証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長(金商)第175号 ○  

FANG+インデックス・オープン　取扱い販売会社

販売会社名　（業態別、５０音順）

（金融商品取引業者名）
登録番号

加入協会

一般社団法人
日本投資

顧問業協会

 
上記の販売会社については今後変更となる場合があります。また、新規のご購入の取り扱いを行っていない場合がありますので、各販
売会社にご確認ください。
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